
阪神・淡路大震災の経験から、地震被害軽減を目的として2007年緊急地震速報事業に着手、事業本格化のため2009年に日本減災対策株式会社を東京
に設立。自治体、企業、学校など、日本全国の様々なユーザーに対して、商品やサービスの提供や防災・減災に関するアドバイス業務を行う。地域、業
種、規模、ニーズが違う多種多様な取引先を相手に防災・減災のビジネスを展開する中で、日本人の災害に対する教育不足を痛感、『商品やサービスの
提供だけでは、未来の被害を減らすことはできない』という思いから、有志を募り2014年に、被害を減らせる人づくりを目的としたNPO法人減災教育普
及協会を設立。南海トラフ大地震での想定死者数が最も多い静岡県を中心に講演会やワークショップ等の活動を勢力的に行っている。

《主な活動内容》
保育・教育施設の教職員と企業・団体の防災担当者や責任者・経営者向け勉強会の開催やアドバイス、保護者向け勉強会、社員向け研修、
職場の防災対策の見直し、現在の災害対策の弱点の発見、避難訓練の見直し、防災マニュアル・BCPマニュアルの見直し等

《活動実績》 ※順不同、一部予定を含む、他多数
静岡鉄道グループ、静岡トヨペット、新静岡セノバ、静岡県トラック協会、リコージャパン静岡支社・高知支社・徳島支社、静岡工科自動車大学校、静岡流通センター
、子育て支援団体はぴまま（静岡）、遠鉄百貨店（浜松）、遠鉄アシスト、ALSOK浜松支社、ヤマハ音楽教室（浜松）、ヤマハ発動機共友会、鈴与建設、常盤工業、
静岡県袋井市教育委員会、浜松商工会議所、浜松赤十字病院、ヤマハ音楽振興会（東京）、東京都足立区教育委員会、電波学園グループ（愛知）、愛知県精神科病院
協会、七宝病院（愛知）、滋賀県立草津養護学校・北大津養護学校、和歌山県みなべ町教育委員会、徳島総合流通センター 、阿波麻植法人会、池田法人会、徳島県立
小松島高校、青森県立弘前実業高校、光明幼稚園（東京）、さくら中央保育園（東京）、小桜愛児園（横浜）、どろんこ保育園（横浜）、横浜YMCA、帝人松山協力会
（愛媛）、浜松防災学習センター、浜松市教育委員会、広島大学付属東雲中学校、若草幼稚園（高知）、朝倉木の丸保育園（高知）、吾岡保育園（高知）、もみの木幼
稚園（高知）揺籃福祉会（徳島）、埼玉県立日高特別支援学校、道後温泉旅館協同組合（愛媛）、帝人松山協力会（愛媛）、とさ自由学校（高知）、大妻女子大学（東
京）、ダイドードリンコ（大阪）、高知県保育士会、保笑会（全国）、株式会社イクタ（愛知）、株式会社セリオ（関東、中部）

《出演・掲載メディア》
神奈川新聞、静岡新聞、京都新聞、徳島新聞、静岡放送、NHK静岡、テレビ朝日、FM横浜、J‐WAVE（ラジオ）、ＦＮＮオンライン、フジサンケイビジネスアイ、小
学館週刊ポスト、FM愛知、他
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私たちが伝えるのは“安心”ではなく“安全”です。



防災対策に一番足りないのは、人づくりかもしれません。

教育者と教育者を目指す学生向けの講演
（NPO法人ROJE様主催） 企業の防災・減災・BCP成功のためのセミナー（リコージャパン様主催）

防災・減災対策にいま求められるのは、ヒューマンウェア対策、人づくりの対策です。
人の成長がなければ、ハード・ソフト対策の本来の効果は発揮できません。これまで進めてきた防災・減災に

ヒューマンウェア対策（人づくり）を加えることで、その効果を飛躍的に高めることが出来ます。

2019年度の活動実績 セミナー＆ワークショップ数70 参加人数4,413名

（ハード対策＋ソフト対策） ヒューマンウエア対策×


